












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































噺I主ﾋﾋ分 卿輩皮〃 劇Ulﾐﾑｾﾞ分 論I主成分 雨51戒｝） 罫6主史分 薊7k金砂 撫推鍵分 ロ91ｴﾑｾﾞ 風ICI:硬分 菊11主jf分 ii12主Lk分 詞1]三宝分
Q側 遡さ取れたU､二とjWfいように注意して〃ィｋをil2るぺさだと思う 0.806 (I.(1-12 I).２:E３ (}.】２(０ 0.0聖】 0.ＣＯ６ -0,0:1２ 0.07J ｕＯ７９ Ｏ」3２ 0．１２５ 0.076 -0.055 
Q6２ 怠業が廷しいことがたいように注意してがイ漬を作るべきだとＩＵう 0.784 ０.()I) m響5５ 【Ｌ【､118 0.0]７ 0.002 -0.01.1 0.096 ⑨,I)2.8 0.116 0．１６８ 0.055 -0.026 
Q6U 人ﾉj-1.るキーIﾉ)教ﾙＨ２↓･ないと楽だし、馴ﾚノＬ防ｏｆる 0.6鋼 －０．９０７ 0,Ｕ()-１ 0.0[1３ I〕・ＵＩｊＯ ０．１３５ ｕＩＵ２ 0.181; -０．０７１ 0.080 -0.0U２ 0．１３６ 0．２３１ 
Q3U 多くの人がfIjlⅡ0ﾘ腿でおると上L･、 0.6ね -0.ヨ(､３ (0.型６ 0.011Ｉ ().ＵＭ 0.272 0.015 ０．１３９ ０，ＵＪｇ 0.ＣＯ１ -0-155 Ｕ07.1 ｑＩ閥
QO5 拠虻・唖覚ｎＴＷＷ)ことを考えれば、ｍｌｆと映像の間ﾉﾌﾞを股回すべき 0.6配 -0.0） 
o>ｄｏ 0.(Xｉ９ 0.072 n．()6５ 0.001 ０．１２(） 0.160 0．，０５ 0.070 0.0脚 O」２８ －００８ 
ＱＩｉＩ 鵬示物に典中し縄けら』Lるように正夫ざｵＬるぺざである 06572 (Ｌ甥６１ 0．２１１ -(】､0611 -【Ｍ)5８ 【1１８１ ０１５３ -0,011 -０．１３９ 0.052 0.ｌ４Ｕ ｑＯ７８ －０．１６５ 
Ｑ5６ IF物腫・災Ｉ付UHVでU)、波状態がよいのかが気に粘る O-56B ‐(0，１１７ -().l〕2３ (１２３７ 0．１８５ ０．２．１９ -0.010 0．１６１ ０.Ｃ２１ 0.043 0.129 -0083 -0.029 
051 蝿に ﾄﾞi衾誰にでも傭bliにで』FるJＺ．どうJlDが弧Eろ 0.露９ 0.1121 I).ID7月 -(ＬＯＸｌｌ 0.220 ０．１１６ 0.031 0．２６０ 0.031 0.006 ０．００１ 0.229 -００１５ 
958 操 信方峰など'よ、擁一一した〃がよい 0゜５２６ -０．１５９ ()．Ｉ兜 -【).ＵＤ７ 0．１１９ 0.279 0.047 0.013 ０，２１０ ｕＯ３０ -0.165 0.080 0.297 
Q8.1 壊れやすいと困る 0.4麹 －０)．ＩＵ］ 1,.3J８ 0.055 ().(】2９ ().３５５ 0.1】1７ 0.226 (Ｍ)3０ -【).045 0．１６２ 0.14コ 0.0(;６ 
(110 わざわざハイテクI、粉を便わ左くてＩＤ.ｋいと思う -0.041 0.811 -ＵＩ３５ －０．０１３ 0.091 －０．０３７ -1).(DII -0.029 U･ＯＯ【Ｉ -OＵＯ８ 0.039 -０．０９６ 0.01s 
０ 臓示初に鋭明を提示しているだ【了で充分7ごと思う -0.091〕 0.781 -０２０９ -0.ＣＯＳ ID,UI6 -0.026 -0,(ICI －０.“７ ０.()1２ -0010 -0.065 -0.059 0．０８１ 
０１５ I山i(色変示１－るくらｂ、なら．（，Ｃかじｙ〕パボルに書いてお'i↑(61【十IIJ二と -0.013 0,701】 －０】１８ -0.{)2５ 11,U5Ii 0．１０ ｕＯｌ５ 0,029 0,026 ０，１０２ -0.0棚 -0.047 0.1Ｕ２ 
鯉３ 手軽なのでよいと思う U,１２７ －０．５０８ 0.090 l).３蝿 1,.0.9 0.117 ０．にＩ 0.208 -0.2(I↓ 0.043 -0.08ｌｂ -0.011 -０．１０１ 
０１２ 持ち歩くのが耐li1そう －０．０５６ 0.榎3 1,.11Ｊ６ -0.Ⅱ3７ 0.22ＩＤ 0．１１９ 0.055 0.211 0.121 ０．１７９ 0,016 -０．１９１ ０．.〕7９
Ｑｌ９ あとでもう・lr聞きたいとき、問arm[＿ができるとよい些哩･》 ０．９６０ -0.1.15 0.7個 nmg 0.0,5 0.051 ０．０３５ 0．２３７ 0.01コ 0.106 0.0型 0.183 -0.0K1３ 
ＱＩＩｌ ボリューム画轆ができるとよい 0.255 -(ＬｇＯ２ Ｏ`６９kＩ ０.()２ 0.010 0.063 ().０２３ (〕、１９５ I】､0511 0.1)9１ -0.021 0).ＯＩＩ -0.0認
9Ｍ 『i分力ベースで道lノーとJDxできるとよい ０．１(X、 -《､.（IＨＩ ＩＤＳ兜２ 0011 0.Cll2 0.015 ().013 -0.00:Ｂ -0.060 -(1032 0．００２ ０．１０９ 0.1(川
017 ＝ンバクトに底211rも診少とよい 0.2:鴉 -《ハニ(町 0.591 ０．１０)３ U,O7I ０．１９６ (､.a釦 -0.088 0.132 0.025 -0.0H２ -0.095 0.021 









範lrf成分 蔦21:成分 郡壼MU） 鞆！=ffr;） 嫌lJ1t分 卿C主威分 lil7生成;） ｌ 龍一 蹴9主戎分 範１０二tMtﾅ〕 liIIlf戎分 耐にＩ戎 蔦I越成分
０００ ｢1分の携帯でおｵしば、繊作に左rRてび､るので使いやすいとｌｕう ０．１２６ -0.ＯＬｌ７ ０．１０２ ○二２浬 0．０５ -0.027 ().ｌＯｊ －０．０)3KＩ -0.Ｃ６２ 0.USO -0.002 ０．０(XＩ -0.021 
Q7７ ｎ分の携帯虹船をつかうと、荷物'二$,雄らない -0.026 ０.()5３ 0．００１ 0.5閑 0.082 1,.220 0.0.15 ０．Ｍｊ５ (､２３ 0.(】I型 -().075 ０．１１)」 0.0.1.1 
Q5:Ｂ ＱＲ＝－１ぐを錨みjIXらせる二とでikjI色が進ら加た0Ｊｻｲ入につながるのは便利 0,225 -0.014 0.09(} ｕ岡９ 【､,０８０ 0.050 0.239 -0.025 ､，１３ -０．０１５ -0.071 0.176 ００７０ 
0５ わざわざ携帯薊8Aを便わ法くて(､よい 0.【､3.0 ｑ２９５ 0．１２７ -0.51】 ()．１８３ 0．１５８ 0．１０１ -0.16Ｊ -，．０６ 0.26:』 0.076 〔1053 ０．０７() 
００６ 鋭明の内容に分ル･らた１，､ところがあるのではないかと、しう 0.055 0.167 ００(i２ ０，１】4 ０．７１０ -０．１０７ 0.唯２ －０.'昭0 0．１７ 0.0102 0０８６ 11.103J U､⑬２ 
Q3７ 槻路本体が少し、【いので'さないかと思う 0.038 0.006 0．１５２ -0,011 0.6“ 0．０４９ 0.】３６ -０．，２５ ０.】３７ ００３１ OＵ８３ -IDI３１ 0055 
ＱＩＯ 風明を岡Ｂ､て、質M1したくなったらどうしたら上ｂ､のかとＵう 0.077 0.018 -0.0Ｗ 0.131 ｡B輯 0．１１５ -0．【、Ｉ －０.“0 -0.ｏｚ６ -0.033 -０．０９３ 0.ユ〔I(、 ０．i配
QUll センサーが畷印し北い二とが起こるのではないかと思う 0,2K1５ 0．１８０ ０．１１１ -0.006 ｑ５羽 ０．２６８ 0．１５９ 0.095 0.050 ０．１９【） 0.15, -0.071 -0.18Tｌ 
012 政い機器だと、'1､さい子どもにはつらいと理う ０．２７１ －Ｕ・ＵＪｉ 0.ＯＩｉＯ 0.()０７ 0.柏。 0.253 ０．Ｍ0 0.273 IＬＵ６０ 0.008 -0.135 0.】４１ 0.045 
Qね 咀所によって旺波に当だＩ)外れが様,ろので心配だ 0.例Ｉ -0.098 -0.001 ０．１１８ 0．１９０ ｡､０７０ -0.039 ０．１６jう 0.218 0,028 －０．０３９ -0.()当７ 0.ＣＬｌｌ 
083 混んでいる時などは、すぐ使えなかったＩ】するので不便 ０．１７１ 0.】8５ ０，１８３ 0００４ ‐().０３９ 0.654 0,083 －０．ｌｘ】７ 0.068 0.【)7２ ()-231 Ｉｕ２Ｓ６ -0.003 
Q7３ nIEが途中で切れたり、なかなかサイトにつながらないかと心配 ０．５０１ -０．１３６ -0.Ｕｐｌ OｌＩＩ 0.129 ｑ印5． -0.017 0．１６７ 0.1⑪ 0.ＯＧ９ 0.011 -０．，９３ 0.071 
Q3１ ＱＲ＝－ドの茂み込みなどI±、lUi岳を待つのに混雑岬にI土時lR1がかか$〕そう 0．IＭ 0．１９４ ｕ１８〔Ｉ 0.0$５ ０．２０２ 0.479 ０１１４ －０．０１５ -０．２２２ U・ITS 0-275 I).21⑪ -0.063 
Q1(） 屈ji&の前に立ったら自動的に行ItWイドが#fjまるとよい 0.058 0.029 O･OliO 0.0ＩＢＪ 0.039 ０．０２８ 0.別３ 0.0 1， 0085 0．１１９ -0.015 -0.0:B２ 0,009 
013 センサーでロ⑬再生してくれると筒lllそう -0.025 0.003 0．１３３ ０.】2５ 0.0Ｇｺ －０．０１１ ０．７田 0.0 0 0.09s 0.080 -0.013 0.0J３ 0.020 
014 向助で説明が聞けるものをもっと好lH上させる方がよし、 ０．１７６ －０．２２６ -0.oz３ ０．００２ ０．２０６ 0．０６１ 0.633 0.1 -,.ＯＬＩ２ -0.065 0`１５２ ０．１．１９ 0.0J３ 
991 子どもや高齢ＩＦﾉﾋﾞどにそれそｵL適した内蒋がほしし、 0.,115 -0.0鋼 ０．１:1５ 0.056 -().0.07 0.079 0.0蝿 0.7 ７ ０．１Ⅲ ００８１ (),052 【).(ｌ８ｌ Ｕ､０９２ 
992 子どもや高齢肴などにそれぞれ泡とた職種がiユしい 0..121, -0.ODI 0．１５５ 0.07苫 =０.(D1３ 0．０６３ 0.0個 0.7 ３ 0．０１ UＩＺｌ 0．１０５ 0.(DIB 0.032 
Ｑ9３ 子どもが使えるようになるといい 0．２０１ -0.016 0.,15 0.000 0.023 0.076 0.255 0.624 -0.050 -0.OＩＩ ０． 7９ l】． ZＨ -0.021 
０６７ ガイドの飴し方がつ童らない 0.0112 0.007 【Ｍ)3５ ０．０９１ ０．１４．t 0．１６７ ０，Ｍ0 -０．０２５ 0.7園 ､.⑪5０ Ｕ、 0６ ０． 【X、 0.049 
０６８ 途中で飽きる 0.110 ０．１８１ -ＩＤ.０９K） 0.015 -0.038 -0.019 0．１３２ 0.0s２ 0.7鯛 -0.06(ｂ 0． ⑥４， ０． 0.】２７
9１６ 機認の見たロが恩１，、 -0. 10 -0.0】2０ 0．ＩｌｉＯ 0.038 ０．２８３ OｐＯｌ -0.071） 0,050 ０.'斑６ 0．１５１， ０． 4１ -0. IＵ －０００３ 
9７ 携侍註話がネットに対応してし､なければ便えない ０． Ⅸ｝ -Ｕ､0３１ 0.0劃 0.061 I).０５２ 0.0$３ 0.Ｕ３Ｚ －０００＄ (ＭＸｉ１ 0.870 0.05:Ｂ -(ｌ(jOJ 0.116 
Ｑ６ 撫痔肛話は、沖っていたし､人は便えな1i、 ０． 2８ 0.156 0.086 -ｕＯ７２ 0．１４２ 0．０５９ 0.1.1＄ ０１５０ 0.082 ０．６０５ -0.038 ０１型５ -０．００５ 
０７９ ボタンが`l､さい ０． ３１ -0.046 -０．０５３ －０，０９４ 0，１６８ 0.036 ｑＯ７４ ０，１１(｝ 0.150 -0.021 ０．７闘 -0.Ｕ､】 0.302 
ＱＢＣ 画面が`I､さい ０， ４１ 0.019 ０．００(） ｕＯ２３ ０．０３１ 0．１９１ -0.020 0，１０３ ０.ＪＩＵ 0.()ｌ７ 0.705 -(Ｍ)3 0.07.1 
Q9S 木鼠さんにあるよう企、検索後にプリントアウ卜されたりできるとi評Ｉとして持ち掛りぺすし、 0． 3２ -0.19s 0.107 0．１１８ ０．０３０ ０．０９５ 0.035 0.Ｕ７３ 0．１３１ ０.()7９ -0.112 ０.閉３ 0.Ｃ晩
(MDI 保存して自宅や学校などで再び見ることがでさると便利 ０．１１１７ -０．１４０ (1.201 ０．１８２ 0.002 0.0IiI 0.0(】９ 0.27Ｉｉ 0.056 0.()7０ 0.002 0０，２ -0.103 
GHj6 ガイるか2
のタイミングを自分に合わせてくれ
岡四だとＨ１う 0.367 -０．０３９ 0.100 -0.06ｺ 0．１４９ 0.】６６ ＵＯ６７ 0.090 -0.086 -0.u)1２ 0.273 0.438 0.293 
０:！ へシＩ ボンをつI↑るのは歴倒 0.017 0.190 0.190 -0.035 ０１１３ -1,.010 0.001 0．１２６ IＭ１(１１ 0.00;Ｉ 0.071 -０．００１ 0.閑３
974 ヘッドホンをつけるので、他人のロが弧になる 0.025 ０．１２２ －０．１４２ ０．Ｍ0 0.Ｏｊｌ 0.0J０ 0.034 -０．１３５ 11.095 0．IOq 0.235 ｑＯ７２ 0.679 
回 5.751 3.Ｏ補 2.710 ２．６９５ 乳４３ 2-356 2.四7０ 2.215 ｡､ 、１２３ 】、７９３ 1.776 １．６ﾘﾚ９ 1.l団6９
甲（％） 1１．２７７ 5.972 5.310 ５，Ｚ8１ .Ｌ７６ 4.620 0.-151 4．．８０２ ,１．１鴎 3.5113 ３．４(廻 3.3Ｊ】 3.312 
















































































































































































































































５わざわざ携帯遜話を使わなくてもよい 1168 8958 
６擁帯電話は、持っていない人は使えない 4033 8９１８ 
イ 榔帯電話がネットに対応していなければ使えない 3606 8925 
９展示物に説明を提示しているだけで充分だと思う 0967 8989 
Ｏわざわざハイテク機器を使わなくてもよいと思う 0３２１ ８９８３ 
２持ち歩くのが面倒そう 3084 ８９３３ 
３センサーで自動再生してくれると簡蝋そう 2989 ８９３４ 
５画像表示するくらいなら、あらかじめパネルに書いておけばすむことだ 1０２５ 8９６１ 
６展示の前に立ったら自動的に音淘ガイドが始まるとよい 3202 8933 
７コンパクトに左れぱもっとよい 4314 8917 
８ボリューム調整ができるとよい 3922 8922 
９あとでもう一度聞きたいとき、１１１１き直しができるとよいと.思う `1695 ８９１６ 
2３手軽なのでよいと思う 1４７４ 89`1９ 
2９自分の携帯であれば、専用機を借りずにすみ便利だと思う\.\\､4V 2443 89`1２ 
3０自分の携帯であれば、操作になれているので使いやすいと思う\.Ｗ､３￥ 2727 8936 
3１ＱＲコードの読み込みなどは、順番を待つのに混雑時には時間がかかりそう ４２４８ 8９１９ 
3４自分のペースで進むことができるとよい 3306 8930 
3６説明の内容に分からないところがあるのではないかと思う ３８１６ 8922 
3７機器本体が少し重いのではないかと思う 3459 8927 
3８センサーが感知しないことが起こるのではないかと思う ワ］７ ９ ４ 8９１１ 
4０鋭明をlIllいて、質問したくなったらどうしたらよいのかと思う ２７３２ 8938 
４２１１iい機器だと、′j､さい子どもにはつらいと思う 4825 8９１０ 
4４自動で説明が聞けるものをもっと普及させる方がよい ３７９６ 8923 
4６機器の見た目が悪い ２１６２ 89.15 
5３ＱＲ＝－ドを読み取らせることで画像が送られたりサイトにつながるのは便利 3775 8923 
5４操作は誰にでも簡単にできる力 どうかが気になる 5246 8908 
5６博物館・美術館での趣波状態力 よいのかが気になる 4988 8906 
5８操作方法などは、統一した方力 よい 5268 8908 
5９多くの人が利用可能であるとよい ４○ 戸りんＪｌｏ 8909 
60入力するキーの数が少ないと楽だし、誤りも防げる ５ ，Ｖ 【Ｊｌｏ 8905 
6２曹葉が難しいことがないように注意してガイドを作るべきだと思う 5746 8902 
6３聞き取れないことがないように注意してガイドを作るべきだと思う 5909 8903 
6４展示物に典中し続けらｵLるように工夫されるべきである `1062 ８９２２ 
6５視覚・聴覚障害者のことを考えれば、音声と映像の両方を殻極寸-べき 4674 ８９ル１
6７ガイドの話し方がつまらない 3936 ８９２１ 
6８途中で飽きる 2704 8937 
7２場所によって電波に当たり外れがあるので心配だ 5707 8899 
7３電波が途中で切れたり、なかなかサイトにつながらないかと心配 （ｂ ワ】〈ｂ５ 8899 























































7９ボタンが小さい 3317 ８９２９ 
8０画面が'1､さい 3754 ８９２３ 
8３混んでいる時などは、すぐ使えなかったり-1-るので不便 4622 8915 
8`Ｉ壊れやすいと困る 5389 8908
9１子どもやiWi勝者などにそれぞれ適した内容がほしい 5371 8906 
9２子どもやiWi齢者などにそれぞれ適した機lHiが}'しい 5318 8905 
9３子どもが使えるようになるといい ４３５９ 8915 
9`Ｉ保存して自宅や学校などで再び見ることができると便利 3８５１ 8922 
9５本屋さんにあるような、検索後にプリントアウトされたりできると資料として持ちWWりや岡j~い３６５９ 8924 
9６ガイドのタイミングを自分に合わせてくれるかが問題だと思う、４８２０ 8９１２ 
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ままでは質問文になっていないため，「途中で
飽きてしまいましたか」などに変える必要があ
る。また，回答の選択肢として用いるカテゴリ
ーも変える必要があるかもしれな・たとえば，
Ｑ７９の「ボタンが小さい」は，これだけ聞い
たのでは肯定的評価なのか，否定的評価なのか，
判断がつかない。よって，「ボタンの大きさは
どうでしたか」という質問にし，選択肢に「小
さすぎる．ちょうど良い。大きすぎる」といっ
たものを用意することが適切だろう。さらに，
質問票に整える際には，主成分ごとに，何を尋
ねようとしているのかを明確にしなければなら
ない。たとえば，Ｑ６の「携帯電話は，もって
いない人は使えない」という文を提示されても，
なぜ，携帯電話が問題になるのか，いきなりこ
の文を読んだ人には伝わらない。そこで，「以
下の質問では携帯電話についてお聞きします」
といったような説明が必要となる。このように，
各質問の細部を検討し，質問文としての体裁を
整える作業が残されている。
ただし，そのように手を加えてしまうことで，
本研究において抽出された１３の主成分が安定
したものとして再現できるかどうかは分からな
い。したがって，５１項目を質問文として整備
したのち，もう一度，調査を行い，１３因子の
再現を確認しなければならない。その作業にお
いて，もし因子負荷麓が低い項目や，他の主成
分に移動する項目が現れたなら，４９項目を削
除したのと同じ理由で，最終版では削除しなけ
ればならない。
最終的に３つの方式の携帯式ガイドシステム
を“比較，，する質問票を目指すためには，各主
成分における項目数をある程度そろえる必要が
生じる。その際には，項目の少ない主成分に属
する項目を新たに考案することになる。項目数
をある程度そろえることにより，分析に当たっ
て，重み付けをするなどの作業を省いて主成分
得点を用いることが可能になる。主成分得点を
用いることにより，各主成分およびシステム間
の評価の差を定量的に検討することが可能にな
る。このような作業を通して，３つの携帯式ガ
イドシステムの比較へとさらに進むことが期待
できる。
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